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は
じ
め
に

明
治
維
新
以
降
、
外
国
と
の
交
流
が
本
格
化
し
、
日
本
を
訪
れ

た
西
洋
人
に
よ
っ
て
能
楽
は
、
文
学
的
な
価
値
が
認
め
ら
れ
、
欧

米
に
広
く
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
初
期
の
能
楽
研
究
は
、
バ
ジ
ル
・

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
や
ア
ル
ジ
ャ
ー
ノ
ン
・
ミ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ド
な
ど

イ
ギ
リ
ス
人
を
中
心
に
始
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
人
の
ア
ー
ネ
ス
ト
・

フ
ェ
ノ
ロ
サ
や
エ
ズ
ラ
・
パ
ウ
ン
ド
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ

る
ノ
エ
ル
・
ぺ
リ
な
ど
が
続
い
た
。

ノ
エ
ル
・
ペ
リ
は
、
初
め
て
能
楽
を
仏
訳
し
、
ま
た
能
楽
に
関

す
る
多
く
の
論
文
を
残
し
た
先
駆
的
な
研
究
者
で
、
フ
ラ
ン
ス
人

の
ガ
ス
ト
ン
・
ル
ノ
ン
ド
ー
や
ポ
ー
ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル
ら
に
多
大

ノ
エ
ル
・
ペ
リ
が
残
し
た
近
代
の
文
化
交
流

─
オ
ペ
ラ
か
ら
能
楽
へ
の
軌
跡
─

坂　

東　

愛　

子

な
影
響
を
与
え
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
一

方
、
彼
は
日
本
に
滞
在
し
た
約
一
七
年
の
間
に
、
日
本
人
に
よ
る

オ
ペ
ラ
初
演
お
よ
び
能
楽
文
学
研
究
会
で
活
躍
す
る
な
ど
、
日
本

の
近
代
文
化
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
が
、
オ
ペ
ラ
初
演
の
こ

と
は
能
楽
界
で
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
能
楽
文
学
研
究
会
で
の
活
動

は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
ノ
エ
ル
・
ペ
リ
の
人
物
像
と
し
て
、
一
般
的

な
略
歴
を
挙
げ
、
さ
ら
に
、
新
た
に
得
ら
れ
た
知
見
に
基
い
て
、

日
本
人
に
よ
る
オ
ペ
ラ
初
演
、
能
楽
文
学
研
究
会
に
お
け
る
活

動
、
ペ
リ
追
悼
記
念
会
、
と
い
う
ペ
リ
が
残
し
た
三
つ
の
文
化
交

流
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
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1
．
ノ
エ
ル
・
ペ
リ
の
人
物
像

ノ
エ
ル
・
ペ
リ
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
古
川
久
の
『
明
治
能

楽
史
序
説（

（
（

』
や
杉
山
直
治
郎
の
「
ノ
エ
ル
・
ペ
リ
ー
の
生
涯
と

業
績（

（
（

」
に
詳
し
く
、
こ
れ
ら
を
典
拠
に
彼
の
略
歴
を
紹
介
す
る
。

（
参
照
、【
表
1
】
滞
日
以
降
の
ノ
エ
ル
・
ペ
リ
の
主
な
活
動
）

ノ
エ
ル
・
ペ
リ
は
、
慶
応
元
（
一
八
六
五
）
年
八
月
、
フ
ラ
ン

ス
の
ヨ
ン
ヌ
県
に
生
誕
し
、
税
務
吏
で
あ
っ
た
父
の
転
勤
に
伴
い

転
学
の
多
い
少
年
期
を
過
ご
し
た
。
そ
の
後
海
外
宣
教
師
を
志

し
、
セ
ー
ヌ
県
の
神
学
校
よ
り
パ
リ
外
国
宣
教
会
神
学
校
に
進
学

表 1　滞日以降のノエル・ペリの主な活動

滞日期間 滞在地 職　業 主な出版・教育・研究活動
1889 年 明 22 横浜→東京→名古屋 日本語学習を始める
1890 年 明 23 松本 司祭
1892 年 明 25 東京→松本 孤児院管掌→司祭
1896 年 明 29 東京 司祭 東京へ召還

1898 年 明 31 │ 司祭 邦文雑誌『天地人』創刊、書店
「三才社」創立

1899 年 明 32 │ 司祭・東京音楽学校嘱託教師 オルガン・和声法・作曲・フラ
ンス語を教授する

1901 年 明 34 東京→水戸 司祭転任・同学校嘱託教師 『天地人』廃刊、「三才社」経営辞職

1902 年 明 35 水戸→東京 司祭辞職・同学校嘱託教師 外国宣教会脱退、以後日本研究
に専念

1903 年 明 36 東京

東京音楽学校嘱託教師

暁星中学校ピアノ教師

メートルとの出会い、能楽研究へ

奏楽堂にてグルック《オルフォ
イス》を初演

1904 年 明 37 │ 東京音楽学校嘱託教師解職 雑誌『能楽』、能楽文学研究会に
よる研究活動

1906 年 明 39 東京→上海 新聞記者
1907 年 明 40 ハノイ フランス極東学院研究員 第 1 回日本出張

1909 年 明 42 │ │ 学院報にて日本研究の論文発表
を開始

1913 年 大 2 │ │ 第 2 回日本出張
1915 年 大 4 │ │ 第 3 回日本出張
1918 年 大 7 │ │ 第 4 回日本出張
1920 年 大 9 │ │ 第 5 回日本出張

Le Nô/Peri, Noël.
（Tokyo : Maison Franco-
Japonaise, 1944）より転載
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し
、
音
楽
教
師
の
資
格
を
取
得
し
て
い
る
。
卒
業
後
は
パ
リ
外
国

宣
教
会
に
所
属
し
、
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
、
二
十
四
歳
の

時
に
、
宣
教
師
と
し
て
来
日
し
た
。
当
初
、
名
古
屋
・
松
本
な
ど

の
任
務
地
で
カ
ト
リ
ッ
ク
の
口
頭
布
教
に
励
ん
だ
が
、
二
九
年
に

東
京
へ
召
還
さ
れ
た
こ
と
が
、
彼
の
大
き
な
転
機
と
な
る
。

上
京
し
た
ペ
リ
は
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
が
聖
書
を
邦
訳
し
た

『
聖
福
音
書
』
の
翻
訳
事
業
に
携
わ
り
、
そ
こ
で
日
本
語
や
漢
文

の
優
れ
た
読
解
力
お
よ
び
日
本
文
化
へ
の
理
解
が
高
く
評
価
さ
れ

た（
（
（

。
そ
の
評
判
か
ら
、
和
仏
法
律
学
校
（
法
政
大
学
の
前
身
）
の

森
則
義
は
、
日
仏
協
会
の
前
身
で
あ
る
「
仏
学
会
」
に
お
け
る

日
本
人
の
寄
稿
文
の
仏
訳
を
ペ
リ
に
依
頼
し
た
。
す
な
わ
ち
ペ

リ
は
、
初
め
て
の
仏
文
日
本
誌
で
あ
る
『Revue française du 

Japon

』（
邦
名
『
仏
文
雑
誌
』）
に
お
い
て
、
三
一
年
に
能
《
橋

弁
慶
》、
翌
年
に
、
狂
言
《
伯
母
ケ
酒
》
の
解
説
を
翻
訳
し
た
の

で
あ
る（

（
（

。
そ
の
後
、
東
京
神
田
で
日
本
初
の
フ
ラ
ン
ス
書
籍
を
扱

う
書
店
「
三
才
社
」
を
経
営
し
、
邦
文
雑
誌
『
天
地
人
』
の
創
刊

な
ど
を
手
掛
け
、
積
極
的
に
日
仏
交
流
の
場
を
開
拓
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
布
教
の
範
囲
を
超
え
た
活
動
が
外
国
宣
教

会
脱
退
へ
と
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

次
項
で
述
べ
る
。

明
治
三
五
年
以
降
、
ペ
リ
は
、
東
京
音
楽
学
校
の
嘱
託
教
師
と

し
て
音
楽
教
育
に
従
事
す
る
傍
ら
、
オ
ペ
ラ
に
関
す
る
活
動
や
能

楽
の
研
究
活
動
で
成
果
を
残
し
た
が
、
そ
の
二
年
後
、
東
京
音
楽

学
校
の
職
を
失
い
、
失
意
の
う
ち
に
上
海
へ
新
聞
記
者
と
し
て

渡
っ
た
。
翌
年
、
彼
の
境
遇
を
案
じ
た
親
友
の
ク
ロ
ー
ド
・
メ
ー

ト
ル（

（
（

に
よ
っ
て
当
時
イ
ン
ド
シ
ナ
連
邦
ハ
ノ
イ
の
フ
ラ
ン
ス
極
東

学
院
嘱
託
研
究
員
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
日
本
・
東
洋
研
究
に
関
す

る
研
究
論
文
を
学
院
報
に
数
多
く
発
表
し
た（

（
（

。
晩
年
は
、
体
調
を

崩
し
な
が
ら
も
五
度
の
来
日
を
果
た
し
た
が
、
不
幸
に
も
自
動
車

事
故
に
遭
い
、
大
正
一
一
（
一
九
二
二
）
年
六
月
、
ハ
ノ
イ
の
地

に
て
死
去
し
た
。

2
．
日
本
人
に
よ
る
オ
ペ
ラ
初
演

明
治
二
九
年
以
降
、
邦
文
誌
『
天
地
人
』
に
お
い
て
音
楽
会
評

を
執
筆
し
て
い
た
ペ
リ
は
、
次
第
に
日
本
の
音
楽
界
で
そ
の
実
力

が
認
め
ら
れ
、
三
二
年
一
一
月
三
一
日
付
で
東
京
音
楽
学
校
の
嘱

託
員
と
し
て
オ
ル
ガ
ン
教
師
と
な
っ
た
。
三
五
年
に
は
、
オ
ル
ガ

ン
の
ほ
か
和
声
学
も
担
当
し
、
三
七
年
に
は
、
作
曲
・
楽
式
も
教
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え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
の
音
楽
教
育
へ
傾
け
た
情
熱
は
、
自
ら

授
業
の
為
に
、
教
材
を
作
成
し
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
い
知
る
こ

と
が
で
き
る（

（
（

。
さ
ら
に
、
ペ
リ
は
、
東
京
音
楽
学
校
の
学
生
や
卒

業
生
有
志
で
構
成
さ
れ
た
歌
劇
研
究
会
の
オ
ペ
ラ
指
導
も
手
掛

け
、
日
本
人
に
よ
る
オ
ペ
ラ
の
上
演
を
初
め
て
実
現
さ
せ
た
の
で

あ
っ
た
。

明
治
三
六
年
、
歌
劇
研
究
会
の
第
一
回
演
奏
会
が
、
東
京
音
楽

学
校
奏
楽
堂
で
催
さ
れ
、
グ
ル
ッ
ク
《
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
》
を
ピ
ア

ノ
伴
奏
に
よ
る
日
本
語
の
オ
ペ
ラ
と
し
て
全
曲
が
試
演
さ
れ
た（

８
）。

公
演
に
お
い
て
、
ペ
リ
は
オ
ペ
ラ
の
指
導
を
行
い
、
さ
ら
に
指
揮

と
演
出
を
手
掛
け
た
。
こ
れ
は
彼
の
大
き

な
業
績
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
日
本
語
の

歌
詞
は
、
石
倉
小
三
郎
・
近
藤
逸
五
郎
・

乙
骨
三
郎
ら
が
翻
訳
し
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
・

フ
ォ
ン
・
ケ
ー
ベ
ル
が
ピ
ア
ノ
を
演
奏
し
、

歌
手
の
柴
田
環
（
後
の
三
浦
環
）
や
宮
脇

せ
ん
が
出
演
し
た（

（
（

。

こ
の
画
期
的
な
上
演
は
、
数
百
人
も
の

日
本
人
や
外
国
人
が
招
待
さ
れ
、
み
な
感

嘆
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る（

（1
（

。
そ
の
一
人
で
あ
る

フ
ラ
ン
ス
人
の
メ
ー
ボ
ン
に
よ
る
と
、
オ
ペ
ラ
の
完
成
度
は
驚
く

べ
き
も
の
で
、
ペ
リ
の
情
熱
が
あ
れ
ば
、
パ
リ
で
フ
ラ
ン
ス
人
に

よ
る
能
の
上
演
も
不
可
能
で
は
な
い
と
ま
で
絶
賛
し
て
い
る（

（1
（

。
し

か
し
、
東
京
音
楽
学
校
に
お
け
る
オ
ペ
ラ
の
上
演
は
、
そ
の
後
戦

後
ま
で
、
風
紀
上
の
問
題
な
ど
か
ら
禁
止
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

当
時
、
東
京
音
楽
学
校
で
は
ド
イ
ツ
の
音
楽
教
育
が
中
心
で
、
ペ

リ
は
唯
一
の
フ
ラ
ン
ス
人
教
師
で
あ
り
、
厳
し
い
立
場
に
あ
っ

た
。
彼
の
弟
子
で
あ
っ
た
田
辺
尚
雄
は
、
オ
ペ
ラ
上
演
の
翌
年

に
、
彼
に
対
す
る
反
発
か
ら
あ
ら
ぬ
汚
名
を
着
せ
ら
れ
、
東
京
音

資
料
１　

明
治
三
二
年
度
年
報　

職
員
の
項
（
東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
大
学
史
史
料
室
所
蔵
）

資
料
２　

明
治
三
五
年
度
年
報　

職
員
の
項
（
東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
大
学
史
史
料
室
所
蔵
）
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楽
学
校
を
解
職
さ
せ
ら
れ
た
と
記
し
て
い
る（

（1
（

。

在
職
中
に
、
ペ
リ
が
残
し
た
も
う
一
つ
の
功
績
と
し
て
、
日
本

人
な
が
ら
専
ら
西
洋
音
楽
を
学
ぶ
弟
子
た
ち
に
疑
問
を
抱
き
、
日

本
の
伝
統
音
楽
に
対
す
る
価
値
を
説
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

彼
の
弟
子
で
あ
る
作
曲
家
の
小
松
耕
輔
は
、
後
に
能
を
題
材
に
日

本
初
の
オ
ペ
ラ
と
な
る
歌
劇
《
羽
衣
》
を
作
詞
作
曲
し
、
こ
の
ピ

ア
ノ
伴
奏
に
よ
る
日
本
語
オ
ペ
ラ
の
手
法
は
、
ペ
リ
が
手
掛
け
た

《
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
》
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た（

（1
（

。
ま
た
田

辺
は
、
当
時
、
ペ
リ
が
謡
を
謡
う
こ
と
を
不
思
議
に
思
い
、
さ
ら

に
自
身
、
日
本
音
楽
に
興
味
が
な
か
っ
た
こ
と
を
悔
や
ん
で
い
る

が（
（1
（

、
そ
の
後
、
日
本
・
東
洋
音
楽
の
先
駆
的
な
研
究
を
行
っ
た
。

そ
の
功
績
に
直
接
影
響
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
田
辺
の
音
楽
理

論
の
礎
は
、
ペ
リ
か
ら
学
ん
だ
西
洋
の
音
楽
理
論
が
生
か
さ
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

3
．
能
楽
文
学
研
究
会
に
お
け
る
活
動

明
治
三
一
年
、
既
に
東
京
に
定
住
し
て
い
た
ペ
リ
は
、『
仏
文

雑
誌
』
に
お
け
る
能
楽
解
説
の
仏
訳
を
手
掛
け
た
が
、
能
楽
へ
の

深
い
関
心
は
、
哲
学
者
で
あ
る
ク
ロ
ー
ド
・
メ
ー
ト
ル
に
導
か
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。
三
六
年
、
ペ
リ
は
メ
ー
ト
ル
に
連
れ
ら
れ
、

小
石
川
植
物
園
で
演
じ
ら
れ
た
観
世
流
の
能
《
楠
露
》
が
初
め
て

の
観
能
と
な
っ
た
。
同
年
、
メ
ー
ト
ル
の
自
宅
に
招
か
れ
、
池
内

信
嘉
と
観
世
清
廉
と
会
食
の
機
会
を
得
た
ペ
リ
は
、
そ
の
交
流
を

き
っ
か
け
に
、
池
内
が
発
起
人
を
務
め
た
能
楽
文
学
研
究
会
の
会

員
と
し
て
、
本
格
的
な
能
楽
研
究
を
始
め
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

写真 1　大学史史料室「青い箱」写真より
　　　　　　　　歌劇《オルフォイス》

　　　　　（東京藝術大学音楽学部大学史史料室所蔵）
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能
楽
文
学
研
究
会
は
、
能
楽
保
存
を
目
的
に
そ
の
研
究
方
法
を

議
論
す
べ
く
、
文
学
や
音
楽
の
専
門
家
二
十
名
余
り
で
構
成
さ
れ

た
団
体
で
、
当
初
ペ
リ
は
唯
一
の
外
国
人
で
あ
っ
た
。
三
六
年
十

月
に
早
稲
田
大
学
内
で
第
一
回
が
開
か
れ
、
そ
の
後
毎
月
、
矢
来

倶
楽
部
内
に
て
会
員
に
よ
る
演
説
が
行
わ
れ
、
時
に
は
素
謡
や
番

囃
子
の
実
演
も
加
わ
っ
た
。
ペ
リ
は
池
内
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、

第
二
回
の
研
究
会
に
お
い
て
「
能
楽
に
就
て
の
所
感
」
と
題
し

て
、
三
十
分
ほ
ど
の
演
説
を
行
っ
て
い
る
。
内
容
は
、
初
め
て
能

を
観
た
際
の
所
感
に
始
ま
り
、
詩
劇
と
し
て
の
能
の
文
学
形
式
の

価
値
の
高
さ
を
評
価
し
た
も
の
で
あ
っ
た（

（1
（

。
翌
三
七
年
の
東
京
音

楽
学
校
を
解
職
と
な
る
十
一
月
ま
で
、
八
回
ほ
ど
研
究
会
に
参
加

し
て
い
る（

（1
（

。

翌
年
十
月
の
第
十
一
回
研
究
会
で
は
、
後
に
新
劇
運
動
の
先
駆

者
と
な
る
島
村
瀧
太
郎
（
後
の
島
村
抱
月
）
が
「
オ
ペ
ラ
雑
感
」

と
題
し
、
能
楽
の
音
楽
性
の
未
熟
さ
に
つ
い
て
演
説
し
た
が
、
そ

の
際
ペ
リ
は
、
島
村
と
は
異
な
る
視
点
で
、
オ
ペ
ラ
と
能
楽
の
発

達
し
た
歴
史
背
景
が
相
違
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い

る（
（1
（

。ま
た
能
楽
文
学
研
究
会
発
足
以
前
、
ペ
リ
と
池
内
の
対
談
に
よ

る
と
、
池
内
は
、
西
洋
音
楽
の
音
階
や
和
声
を
話
題
に
持
ち
出

し
、
さ
ら
に
「
貴
下
の
御
手
に
於
て
能
楽
の
趣
味
を
傷
け
無
い
様

に
、
西
洋
楽
器
を
以
つ
て
之
れ
を
囃
す
こ
と
を
御
研
究
下
さ
る
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
か（

（1
（

」
と
ペ
リ
に
能
楽
を
西
洋
楽
器
で
伴
奏
す

る
、
い
わ
ば
和
洋
合
奏
の
研
究
を
依
頼
し
て
い
る
。
こ
の
背
景
に

は
、
明
治
一
五
年
の
音
楽
取
調
掛
に
よ
る
「
東
西
二
洋
ノ
音
楽
ヲ

折
衷
」
の
方
針
か
ら
、
既
に
二
九
年
一
月
の
歌
舞
伎
座
本
興
行
に

お
い
て
和
洋
合
奏
に
よ
る
《
道
成
寺
》
が
成
し
遂
げ
ら
れ（

（2
（

、
能
楽

に
お
い
て
も
西
洋
楽
器
と
の
折
衷
合
奏
を
推
進
し
て
い
た
こ
と
が

推
察
さ
れ
る
。

し
か
し
ペ
リ
は
、
能
楽
を
歌
舞
伎
と
同
様
に
捉
え
て
お
ら
ず
、

能
楽
の
音
楽
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る（

（2
（

。

能
音
楽
は
始
め
は
単
調
と
思
つ
た
が
、
聞
く
に
従
つ
て
興

味
が
あ
つ
て
面
白
く
思
う
…
（
中
略
）
…
西
洋
の
楽
器
を
謡

に
合
は
す
こ
と
は
出
来
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
矢
張
従
前
の

鼓
な
ど
が
適
当
で
あ
る
。
能
楽
を
基
と
し
て
一
種
別
な
も
の

を
作
る
の
は
兎
も
角
と
し
、
能
楽
は
能
楽
と
し
て
何
時
ま
で

も
昔
の
ま
ま
を
保
持
す
る
の
が
よ
い
…
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（
大
鼓
の
掛
声
と
音
色
と
は
不
愉
快
な
り
と
い
う
外
人
の
話

あ
り
と
の
こ
と
に
就
き
）

小
鼓
と
の
調
和
極
く
面
白
し
…
（
中
略
）
…
芝
居
は
一
度

歌
舞
伎
座
へ
行
つ
た
が
、
面
白
く
な
い
の
で
直
ぐ
帰
つ
た
…

こ
れ
を
読
み
解
く
と
、
能
の
謡
と
鼓
の
関
係
に
調
和
が
生
じ
て
い

る
こ
と
を
ペ
リ
が
十
分
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
当

時
彼
は
、
自
ら
謡
い
拍
子
を
ア
シ
ラ
う
こ
と
を
し
、
そ
れ
が
周
囲

を
驚
か
せ
て
い
た
。
謡
を
誰
に
師
事
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
田
辺

や
杉
山
ら
に
よ
っ
て
調
べ
ら
れ
た
が
不
明
で
あ
る
。
も
し
独
学
で

習
得
し
た
と
す
れ
ば
、
ペ
リ
の
音
楽
的
才
能
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド

と
な
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
議
論
さ
れ
た
能
楽
の
改
良
問
題
に
つ
い
て
も
、「
改

良
と
云
ふ
語
は
結
構
な
れ
ど
、
能
の
如
き
藝
術
に
対
し
て
の
改
良

は
能
の
滅
亡
を
意
味
す
る
に
等
し
。」
と
意
見
を
述
て
い
る（

（2
（

。
今

ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
ペ
リ
は
外
国
人
で
あ
り
な
が

ら
、
能
楽
の
保
存
と
振
興
に
努
め
た
重
要
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と

が
認
識
で
き
よ
う
。

明
治
四
〇
年
に
ハ
ノ
イ
へ
と
渡
っ
た
ペ
リ
は
、
フ
ラ
ン
ス
極

東
学
院
に
て
研
究
を
続
け
、
論
文
「Etudes sur le dram

e 

lyrique japonais

（N
ô

）1909

」
を
池
内
や
古
市
公
威
に
寄
贈
し

て
い
る
。
古
市
は
フ
ラ
ン
ス
留
学
経
験
の
あ
る
工
学
者
で
、
能

楽
愛
好
家
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
そ
の
書
評
を
雑
誌
『
能
楽
』
の

「
外
国
人
の
能
研
究
」（
第
八
巻
第
七
号
）
に
取
り
上
げ
、
そ
の

後
、
論
文
の
大
部
分
を
邦
訳
し
、「
能
の
研
究
」
と
題
し
て
雑
誌

『
能
楽
』（
第
一
一
巻
第
一
号
附
録
）
に
寄
稿
し
た
。
四
三
年
六

月
、
研
究
会
の
発
足
七
年
目
を
記
念
し
た
「
能
楽
源
流
表
彰
会
」

に
お
い
て
、
ペ
リ
の
論
文
「Etudes sur le dram

e lyrique 

japonais

（N
ô

）」
は
、
広
範
囲
な
研
究
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ

表
彰
さ
れ
た
。
並
ん
で
、
吉
田
東
伍
の
『
世
阿
弥
十
六
部
集
』、

田
中
正
平
の
拍
子
論
、
久
米
邦
武
の
謡
曲
組
織
の
解
説
も
同
時
に

表
彰
が
な
さ
れ
た
。

4
．
ペ
リ
追
悼
記
念
会　

ペ
リ
没
後
の
翌
年
、
パ
リ
で
彼
の
追
悼
記
念
会
が
催
さ
れ
た
。

こ
の
追
悼
会
は
、
東
京
朝
日
新
聞
特
派
員
と
し
て
パ
リ
に
滞
在
し

た
町
田
梓
楼
が
発
起
人
と
な
り
、
メ
ー
ト
ル
・
大
住
舜
・
藤
田
嗣

治
・
石
本
巳
四
雄
を
始
め
、
東
洋
友
人
会
と
の
共
同
発
意
で
進
め
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ら
れ
、
松
田
道
一
代
理
大
使
の
支
持
の
も
と
計
画
さ
れ
た
。
そ
の

準
備
の
様
子
は
、
協
力
者
の
一
人
で
あ
る
内
藤
濯
の
日
記
に
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
共
に
綴
ら
れ
て
い
る（

（2
（

。

追
悼
記
念
会
の
内
容
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

ペ
リ
追
悼
記
念
会　
　

於
：
パ
リ
地
理
学
協
会
講
堂

大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年　

三
月
一
八
日　

午
後
三
時
半

1
．
東
久
邇
宮
殿
下
の
臨
席

2
．
東
洋
友
人
会
ス
ネ
ー
ル
会
長
の
挨
拶

3
．
松
田
道
一
代
理
大
使
の
挨
拶

4
．
ク
ロ
ー
ド
・
メ
ー
ト
ル
に
よ
る
故
人
の
紹
介　
　

5
．
発
起
人
町
田
梓
楼
に
よ
る
能
楽
解
説

6
．
オ
デ
オ
ン
座
俳
優
サ
イ
ヤ
ー
ル
に
よ
る
《
江
口
》
仏

訳
朗
読

7
．
能
楽
《
屋
島
》《
花
筐
》《
春
日
龍
神
》

出
演
者　

シ
テ
：
石
本
巳
四
雄

　
　
　
　

地
謡
：
山
田
珠
樹
・
内
藤
濯
・
辰
野
隆
な
ど

鼓
：
不
明

背
景
・
衣
裳
（
花
筐
の
み
）：
藤
田
嗣
治

こ
の
追
悼
会
を
計
画
し
た
彼
ら
は
、
パ
リ
の
人
々
に
能
楽
を
見

せ
る
の
だ
と
意
気
込
み
、
舞
台
の
鏡
板
は
藤
田
嗣
治
が
老
松
の
書

き
割
り
を
作
っ
た
。《
花
筐
》
の
衣
裳
は
、「
松
の
葉
や
梅
の
花
や

竹
の
葉
を
衣
裳
一
面
に
綾
ど
っ
た
う
え
に
金
箔
、
銀
箔
を
隈
ど
っ

て
あ
る（

（2
（

。」
と
内
藤
が
記
し
て
い
る
。
能
楽
の
上
演
で
は
、
パ
リ

に
留
学
す
る
日
本
人
が
黒
紋
付
と
袴
で
、
謡
と
鼓
に
よ
っ
て
舞
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
人
俳
優
サ
イ
ヤ
ー
ル
が
ペ
リ

の
仏
訳
し
た
《
江
口
》
を
朗
読
し
、
能
楽
の
世
界
が
紹
介
さ
れ

た
。追

悼
会
で
は
、
二
百
人
ほ
ど
入
る
会
場
が
観
客
で
満
員
と
な

り
、
そ
の
中
に
は
、
バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
の
ニ
ジ
ン
ス
キ
ー
も
い

て
、
舞
い
手
の
爪
先
に
あ
る
静
か
な
動
き
に
、
視
線
が
当
て
ら
れ

た
そ
う
で
あ
る（

（2
（

。
内
藤
は
、「
来
会
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
の
中
に
は
、

ま
る
で
グ
レ
ゴ
リ
ー
聖
歌
を
聴
く
よ
う
だ
と
ま
じ
め
に
言
っ
た
人

が
い
た
」
と
回
想
し（

（2
（

、
ペ
リ
の
追
悼
記
念
会
は
、
能
楽
を
媒
体
と

す
る
形
で
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
の
深
い
交
流
の
場
に
な
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
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お
わ
り
に

宣
教
師
と
し
て
来
日
し
西
洋
文
化
を
日
本
に
伝
え
な
が
ら
、
次

第
に
日
本
文
化
や
能
楽
の
本
質
を
深
く
追
究
し
た
ノ
エ
ル
・
ペ
リ

は
、
鋭
く
純
粋
な
感
性
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
晩
年
ま

で
継
続
し
て
能
楽
研
究
に
専
念
し
た
情
熱
は
、
彼
を
偲
ぶ
多
く
の

著
述
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
ら
謡
や
囃
子
を
実
演
す
る

こ
と
が
で
き
た
ペ
リ
が
、
ハ
ノ
イ
へ
と
渡
り
、
実
際
の
能
楽
に
触

れ
る
機
会
が
な
く
な
っ
た
こ
と
は
、
非
常
に
残
念
で
あ
る
。
も
し

日
本
に
定
住
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
後
、
能
楽
文
学
研
究
会

に
お
い
て
展
開
し
た
拍
子
論
争
や
謡
曲
の
採
譜
な
ど
、
能
楽
の
音

楽
研
究
に
も
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

今
回
の
調
査
に
よ
り
、
ペ
リ
は
、
近
代
の
日
本
に
と
っ
て
価
値

の
あ
る
人
物
で
あ
る
と
い
う
確
信
を
深
め
た
。
今
後
は
、
能
楽
研

究
に
寄
与
し
た
彼
の
成
果
を
さ
ら
に
検
討
し
た
い
。

末
筆
な
が
ら
、
資
料
紹
介
な
ら
び
に
写
真
掲
載
を
許
諾
く
だ

さ
っ
た
、
東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
大
学
史
史
料
室
お
よ
び
日
仏

会
館
図
書
室
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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注

（
1
）	
古
川
久
『
明
治
能
楽
史
序
説
』
わ
ん
や
書
店
、
一
九
六
九
年
。

（
2
）	
杉
山
直
治
郎
「
ノ
エ
ル
・
ペ
リ
ー
の
生
涯
と
業
績
」『
日
仏
文
化
』

新
第
九
集
、
日
仏
会
館
、
一
九
四
四
年
。

（
3
）	

杉
山
前
掲
「
ノ
エ
ル
・
ペ
リ
ー
の
生
涯
と
業
績
」（
一
九
四
四
年
、

五
四
頁
）

（
4
）	「
仏
学
会
」
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
法
学
者
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
り
創
立

さ
れ
、
そ
の
機
関
紙
は
、
彼
が
帰
仏
し
た
後
、
森
則
義
に
引
き
継

が
れ
た
。

（
5
）	

哲
学
者
で
あ
る
メ
ー
ト
ル
（
一
八
七
六
～
一
九
二
五
）
は
、
日
本

学
の
開
祖
の
一
人
で
フ
ラ
ン
ス
極
東
学
院
長
を
務
め
た
後
、
パ
リ

日
仏
協
会
に
貢
献
し
た
人
物
で
あ
る
。
マ
ル
ケ
・
ク
リ
ス
ト
フ

の
「
雑
誌
『Japon et Extrêm

e-O
rient
／
日
本
と
極
東
』
と

一
九
二
〇
年
代
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
日
本
学
の
萌
芽
」『
日
仏
文

化
』（
第
八
三
集
、
二
〇
一
四
年
、
八
四
～
八
五
頁
）
に
よ
る
。

（
6
）	

一
九
〇
九
～
一
九
一
三
年
に
発
表
さ
れ
た
論
文
（
邦
名
「
能
研
究

入
門
」
と
「
五
つ
の
能
」）
は
、
メ
ー
ト
ル
に
よ
っ
て
一
九
二
一
年

パ
リ
の
ボ
ッ
サ
ー
ル
社
か
ら
普
及
版
単
行
本
「Cinq nô : dram

es  
lyriques  japonais

」
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

（
7
）	

ペ
リ
の
作
成
し
た
教
材
に
『
オ
ル
ガ
ン
ピ
ア
ノ
練
習
曲
』
一
九
〇
五

年
、『
オ
ル
ガ
ン
の
友
、
新
選
簡
易
オ
ル
ガ
ン
楽
譜
』
一
九
〇
六
年
、

『
楽
式
一
斑
』
時
期
不
明
、
な
ど
が
あ
る
、
杉
山
前
掲
「
ノ
エ
ル
・

ペ
リ
ー
の
生
涯
と
業
績
」（
一
九
四
四
年
、
三
七
頁
）
に
よ
る
。

（
8
）	

公
演
費
用
は
、
出
演
し
た
渡
部
康
三
氏
の
兄
渡
部
朔
氏
に
よ
っ
て

提
供
さ
れ
た
。

（
9
）	

歌
劇
研
究
会
に
よ
る
全
三
幕
の
日
本
語
歌
詞
は
、
近
藤
逸
五
郎
『
歌

劇
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
』（
東
文
館
、
一
九
〇
三
年
）
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
10
）	

局
外
生
「
歌
劇
オ
フ
ォ
イ
ス
を
観
る
」『
帝
国
文
学
』（
一
九
〇
三
年

九
月
号
、
一
一
八
頁
）

（
11
）	

杉
山
前
掲
「
ノ
エ
ル
・
ペ
リ
ー
の
生
涯
と
業
績
」（
一
九
四
四
、
七

一
頁
）

（
12
）	

田
辺
尚
雄
「
ノ
エ
ル
・
ペ
リ
ー
先
生
の
追
憶
」『
日
仏
文
化
』 

新
第

一
〇
集
（
一
九
四
六
年
、
一
五
頁
）

（
13
）	

小
松
耕
輔
『
歌
劇
羽
衣
』
修
文
館
、
一
九
〇
六
年
。

（
14
）	

田
辺
前
掲
「
ノ
エ
ル
・
ペ
リ
ー
先
生
の
追
憶
」（
一
九
四
六
、
一
三

頁
）

（
15
）	

池
内
信
嘉
「
能
楽
の
研
究
家
ノ
エ
ル
・
ペ
リ
ー
氏
逝
く
」『
能
楽
旬

報
』（
第
三
巻
一
四
号
、
一
九
二
二
年
、
一
四
頁
）

（
16
）	

ノ
エ
ル
・
ペ
リ
「
能
楽
に
就
て
の
所
感
」『
能
楽
』（
第
三
巻
一
号
附

録
、
一
九
〇
五
年
、
一
三
頁
）
能
楽
文
学
研
究
会
日
本
語
講
演
の

速
記
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
17
）	

池
内
信
嘉
「
雑
報
」『
能
楽
』（
第
二
巻
一
二
号
～
第
三
巻
一
二
号
、

一
九
〇
四
～
一
九
〇
五
年
）
に
お
い
て
、
能
楽
文
学
研
究
会
の
活

動
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

（
18
）	
池
内
信
嘉
「
雑
報
」『
能
楽
』（
第
三
巻
一
一
号
、
一
九
〇
五
年
、

六
一
頁
）

（
19
）	

如
水
生
「
ノ
エ
ル
、
ペ
リ
ー
氏
と
語
る
」『
能
楽
』（
第
二
巻
八
号
、



32　　ノエル・ペリが残した近代の文化交流 　　32

一
九
〇
四
年
、
二
八
～
三
〇
頁
）

（
20
）	
田
中
正
平
に
師
事
し
た
北
村
季
晴
は
長
唄
の
採
譜
を
行
い
、
市

川
団
十
郎
と
の
交
流
か
ら
、
長
唄
囃
子
と
ピ
ア
ノ
・
オ
ル
ガ
ン
・

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
和
洋
折
衷
に
よ
る
一
ヶ
月
公

演
が
実
現
し
た
。（
奥
中
康
人
「
和
洋
合
奏
道
成
寺
─
北
村
季
晴
に

よ
る
日
本
音
楽
改
良
と
挫
折
─
」『
名
古
屋
芸
術
大
学
研
究
紀
要
』

（
第
二
八
巻
、
二
〇
〇
七
年
、
三
三
七
～
三
五
二
頁
）

（
21
）	

ノ
エ
ル
・
ペ
リ
「
能
楽
は
日
本
文
学
の
最
大
な
る
も
の
な
り
」『
能

楽
』（
第
二
巻
六
号
、
一
九
〇
四
年
、
二
五
～
二
七
頁
）
よ
り
抄

出
。
池
内
信
嘉
の
聞
き
書
き
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
22
）	

杉
山
前
掲
「
ノ
エ
ル
・
ペ
リ
ー
の
生
涯
と
業
績
」（
一
九
四
四
、
一

三
三
頁
）

（
23
）	

内
藤
濯
『
星
の
王
子
パ
リ
日
記
』（
一
九
八
四
年
、
一
二
六
～

一
二
七
頁
）

（
24
）	

父
内
藤
濯
の
回
想
を
伝
え
た
内
藤
初
穂
の
『
星
の
王
子
の
影
と
か

た
ち
と
』（
二
〇
〇
六
年
、
一
九
七
頁
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
25
）	

山
田
珠
樹
の
妻
と
し
て
追
悼
記
念
会
に
同
行
し
て
い
た
、
森
茉
莉

の
『
記
憶
の
絵
』（
一
九
六
八
年
、
一
八
一
頁
）
に
よ
る
。

（
26
）	

内
藤
前
掲
『
星
の
王
子
の
影
と
か
た
ち
と
』（
二
〇
〇
六
、
一
九
九

頁
）


